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５．敷地周辺海域の断層の活動性評価
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5.2.3 まとめ
5.3 恵山沖断層



5-285.2 敷地東方沖断層

5.2.1 文献調査

文献による敷地周辺海域の断層分布図

 「下北半島沖海底地質図」（1993）は，敷地の東方沖の大陸斜面に，NE−SW走向，長さ約
11.5kmの南東落ちの伏在断層を示している。

 「［新編］日本の活断層」（1991），海底地質構造図「下北半島沖」（1975）及び「日本周辺海
域の第四紀地質構造図」（2001）には，同位置に断層は示されていない。

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p5-26 再掲
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No.C-6

JS73-1

5.2 敷地東方沖断層

5.2.2 地質調査（音波探査測線位置図）

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p5-27 再掲
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伏在断層位置 地質調査所(1993)

海域の地質層序

5.2 敷地東方沖断層

5.2.2 地質調査（音波探査記録解析結果①：No.AG-2測線）

音波探査記録及び海底地質断面図（No.AG-2測線）

 文献の示す断層位置付近においてE層以下の地層に断層が推定され，ＢＰ層まで変形が認められる。

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p5-28 再掲
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伏在断層位置 地質調査所(1993)

海域の地質層序

5.2 敷地東方沖断層

5.2.2 地質調査（音波探査記録解析結果②：No.WG-2測線）

音波探査記録及び海底地質断面図（No.WG-2測線）

 文献の示す断層位置付近においてE層以下の地層に断層が推定され，ＢＰ層まで変形が認められる。

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p5-29 再掲
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伏在断層位置 地質調査所(1993)

5.2 敷地東方沖断層

5.2.2 地質調査（音波探査記録解析結果③：No.C-102-2測線）

音波探査記録及び海底地質断面図（No.C-102-2測線）

 文献の示す断層位置付近において，ＢＰ層に変形が認められる。

海域の地質層序

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p5-30 再掲
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伏在断層位置 地質調査所(1993)

5.2 敷地東方沖断層

5.2.2 地質調査（音波探査記録解析結果④：No.AG-1測線）

音波探査記録及び海底地質断面図（No.AG-1測線）

 文献の示す断層位置付近においてE層以下の地層に断層が推定され，ＢＰ層まで変形が認められる。

海域の地質層序

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p5-31 再掲
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伏在断層位置 地質調査所(1993)

5.2 敷地東方沖断層

5.2.2 地質調査（音波探査記録解析結果⑤：No.WG-1測線）

音波探査記録及び海底地質断面図（No.WG-1測線）

 文献の示す断層位置付近においてE層以下の地層に断層が推定され，ＢＰ層まで変形が認められる。

海域の地質層序

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p5-32 再掲
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伏在断層南部延長 地質調査所(1993)

5.2 敷地東方沖断層

5.2.2 地質調査（音波探査記録解析結果⑥：No.SH-3-1W測線）

音波探査記録及び海底地質断面図（No.SH-3-1W測線）

 文献の示す断層位置付近においてＤＰ層以下の地層に断層が推定され，ＢＰ層まで変形が認められる。

海域の地質層序

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p5-33 再掲
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伏在断層位置 地質調査所(1993)

5.2 敷地東方沖断層

5.2.2 地質調査（音波探査記録解析結果：北東端・No.C-6測線）

 ＢＰ層に変形が認められないことから，当該測線位置を敷地東方沖断層の北東端として評価する。

音波探査記録及び海底地質断面図（No.C-6測線）

No.C-6

海域の地質層序

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p5-34 再掲



5-385.2 敷地東方沖断層

5.2.2 地質調査（音波探査記録解析結果：南西端・JS73-1測線）

伏在断層南部延長 地質調査所(1993)

音波探査記録及び海底地質断面図（JS73-1測線）

 G層上面の強い反射面が連続的に確認され，変位及び変形は認められないことから，当該測線位置を
敷地東方沖断層の南西端として評価する。

JS73-1

海域の地質層序

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p5-35 再掲



5-395.2 敷地東方沖断層

5.2.3 まとめ

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p5-36 一部修正

コメントNo.S142

○北東端位置：No.C-6測線

 ＢＰ層に変形が認められない。

○南西端位置：JS73-1測線

 Ｇ層上面の強い反射面が連続的に確認され，
変位及び変形は認められない。

○活動性の評価

敷地東方沖断層は，ＤＰ層以下の地層に断層が推定され，ＢＰ層に変形が及んでいることから後期更新世における活動性を考慮し，
No.C-6測線からJS73-1測線までの約14.5km間について，震源として考慮する活断層と評価する。

【文献調査】

 「［新編］日本の活断層」（1991）等には活断層は示されていないが ， 「下北半島沖海底地質図」（1993）によれば約11.5km間に南東落ちの伏在断層が示されている。

【海上音波探査結果】

 敷地東方沖断層は，後期更新世以降の活動性を考慮する。

文献に示される断層位置に概ね対応して，DP層あるいはE層以下の地層に南東落ちの断層が推定され，ＢP層まで変形が認められる。

 No.C-6測線（北東端）ではBp層に変形が認められず，JS73-1測線（南西端）ではG層上面に変位及び変形が認められないことを確認しており，約14.5km間について
活動性を考慮する。

【文献指摘の活断層等に対する評価結果】

 文献が示す伏在断層は，上記のとおり，敷地東方沖断層の評価に包含される。

敷地東方沖断層の評価



5-40

余 白



5-41

５．敷地周辺海域の断層の活動性評価

5.1 大陸棚外縁断層
5.2 敷地東方沖断層
5.3 恵山沖断層
5.3.1 文献調査
5.3.2 地質調査
5.3.3 まとめ



5-425.3 恵山沖断層

5.3.1 文献調査

文献による敷地周辺海域の断層分布図

 「下北半島沖海底地質図」（1993）は，恵山の北東沖に，NNW−SSE走向，長さ約16.5㎞の
西落ちの伏在断層を示している。なお，断層は北側の図郭いっぱいまで示されており，北
端は不明である。

 「［新編］日本の活断層」（1991），海底地質構造図「下北半島沖」（1975）及び海域地質構
造マップワーキンググループ（2001）には，同位置に断層は示されていない。

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p5-38 再掲
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H-10-2

H-16-2

G-35

G-33A

5.3 恵山沖断層

5.3.2 地質調査（音波探査測線位置図）

Ｂ ２部層に変形が認められる断層

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p5-39 再掲
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H-16-2

5.3 恵山沖断層

5.3.2 地質調査（音波探査記録解析結果①：H-16-2測線）

音波探査記録及び海底地質断面図（H-16-2測線）

 文献に示される断層の北方延長部において，Ｂ１部層基底面に変形が認められる。

海域の地質層序

Ｂ ２部層に変形が認められる断層

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p5-40 再掲
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G-35

伏在断層位置 地質調査所(1993)

5.3 恵山沖断層

5.3.2 地質調査（音波探査記録解析結果②：G-35測線）

 文献に示される断層位置付近において，Ｃ層以下の地層に断層が推定され，Ｂ２部層に変形が認
められる。

音波探査記録及び海底地質断面図（G-35測線）
Ｂ ２部層に変形が認められる断層

海域の地質層序

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p5-41 再掲
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伏在断層位置 地質調査所(1993)

5.3 恵山沖断層

5.3.2 地質調査（音波探査記録解析結果③：G-33A測線）

 文献により断層が示されている位置付近において，Ｃ層以下の地層に断層が推定され，Ｂ１部層
基底面に変形が認められる。

音波探査記録及び海底地質断面図（G-33A測線）

G-33A

Ｂ ２部層に変形が認められる断層

海域の地質層序

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p5-42 再掲



5-475.3 恵山沖断層

5.3.2 地質調査（音波探査記録解析結果：北端・H-10-2測線）

 Ｂ３部層以上の地層に変形が認められないことから，当該測線位置を恵山沖断層の北端として評価する。

音波探査記録及び海底地質断面図（H-10-2測線）

H-10-2

Ｂ ２部層に変形が認められる断層

海域の地質層序

恵山沖断層北方延長位置

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p5-43 再掲



5-485.3 恵山沖断層

5.3.2 地質調査（音波探査記録解析結果：南端・JH72-E測線）

 Ｄ層以上の地層に変形が認められないことから，当該測線位置を恵山沖断層の南端として評価する。

音波探査記録及び海底地質断面図（JH72-E測線）
Ｂ ２部層に変形が認められる断層

海域の地質層序

伏在断層南部延長 地質調査所(1993)

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p5-44 再掲
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約47km

○北端位置：H-10-2測線

 Ｂ３部層以上の地層に変形が認められない。

○南端位置：JH72-E測線

 Ｄ層以上の地層に変形が認められない。

5.3 恵山沖断層

5.3.3 まとめ

第７９２回審査会合（R1.11.1）

資料１－１ p5-45 一部修正

コメントNo.S142

【文献調査】

 「［新編］日本の活断層」（1991）等には活断層は示されていないが ， 「下北半
島沖海底地質図」（1993）によれば，約16.5km間に西落ちの伏在断層が示され
ている。

【海上音波探査結果】

恵山沖断層は，後期更新世以降の活動性を考慮する。

 文献に示される断層位置付近において，C層以下の地層に西落ちの断層が
推定され，Ｂ２部層ないしＢ１部層基底面に変形が認められる。

 C層以下の断層あるいはＢ２部層等の変形は，文献に示される断層より更に
北方にも雁行状に認められる。

 H-10-2測線（北端）ではＢ３部層以上の地層に変形が認められず，JH72-E測
線(南端）ではD層以上の地層に変形がないことを確認しており，約47km間につ
いて活動性を考慮する。

【文献指摘の活断層等に対する評価結果】

 文献が示す伏在断層は，上記のとおり，恵山沖断層の評価に包含される。

○活動性の評価

恵山沖断層は，Ｃ層以下の地層に断層が推定され，Ｂ１部層基底面に
も変形が認められることから，Ｂ２部層に変形が認められる区間の活
動性を考慮することとし，H-10-2測線からJH72-E測線までの約47㎞
間について，震源として考慮する活断層と評価すると評価する。

Ｂ ２部層に変形が認められる断層
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